
　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
第
７
波
に
入
り
多
く
の
方
々
が
感
染
さ
れ
辛

い
思
い
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
私
本

人
も
２
月
に
デ
ル
タ
株
か
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
切
り
替
わ
り
陽
性
判
定

を
告
げ
ら
れ
10
日
間
の
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
親
切

に
検
査
・
診
察
・
看
護
・
お
世
話
い
た
だ
き
ま
し
た
砺
波
厚
生
セ
ン

タ
ー
、
南
砺
市
民
病
院
、
ア
パ
ホ
テ
ル
高
岡
丸
の
内
、
そ
し
て
家
族

等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
デ
ル
タ
株
に
み
ら
れ
ま
し
た
県
内
の
再
感
染
者
は
昨
年
末
ま
で
は
１

人
で
し
た
。
今
年
に
入
り
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
弱
毒
化
し
た
と
は
い
え
感

染
力
が
強
く
６
月
ま
で
に
再
感
染
者
は
139
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
７
月
か
ら
新
た
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
Ｂ
Ａ
．５
株
は
さ
ら
に

弱
毒
化
さ
れ
た
も
の
の
、
感
染
力
は
、
さ
ら
に
強
く
特
に
幼
児
・
児
童

に
多
く
感
染
す
る
事
態
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
父
母
、
祖
父
母

と
感
染
が
広
ま
り
身
近
な
人
た
ち
も
療
養
期
間
を
強
い
ら
れ
る
事
態
に

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
世
の
中
も
気
分
や
捉
え
方
も
慢
性
化
し

経
済
活
動
は
そ
ん
な
に
鈍
っ
て
は
い
な
い
と
感
じ
ま
す
が
、
観
光
関
連

企
業
か
ら
は
「
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
て
き
た
」
飲
食
店
か
ら
も
「
か
な
り

苦
し
く
な
っ
て
き
た
」
と
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
再
開
は
少
し
遠
い
よ
う
で
す
が
、
人
々
の
動
き

は
、
そ
れ
な
り
の
配
慮
を
さ
れ
、
工
夫
を
し
な
が
ら
行
動
を
さ
れ
て
お

ら
れ
る
感
が
あ
り
ま
す
。
市
民
県
民
の
ご
安
全
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
武
田
慎
一
に
対
し
辛
辣
な
ご
意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
南
砺
市
で
は
、
お
そ
ら
く
11
月
ぐ
ら
い
に（
仮
）「
こ
ど
も
の
権

利
条
例
」
が
制
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
予
感
が
す
る
。
何
故
な

ら
、
南
砺
市
が
誕
生
し
た
の
が
11
月
だ
か
ら
だ
。
た
だ
、
そ
ん
な

単
純
な
考
え
方
か
ら
で
あ
る
。「
僕
な
ん
か
生
ま
れ
て
こ
な
き
ゃ
よ

か
っ
た
」「
あ
な
た
な
ん
か
産
ま
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
」
こ
ん
な
や
り

取
り
か
ら
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
が
な
く
な
っ
て
く
る
。
そ
ん
な

思
い
出
を
持
つ
一
人
と
し
て
堂
々
と
「
南
砺
市
に
生
ま
れ
て
よ

か
っ
た
」、「
こ
の
両
親
の
も
と
で
育
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
、
思
え
る

よ
う
な
条
例
が
策
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

・
子
ど
も
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
虐
待
、
い
じ
め
な
ど
を
受
け
る

こ
と
な
く
、
い
の
ち
が
守
ら
れ
、
平
和
で
安
全
な
環
境
の
も
と

で
、
安
心
し
て
生
き
る
権
利
が
尊
重
さ
れ
る
。

・
子
ど
も
の
思
い
を
受
け
止
め
、
相
談
に
応
じ
、
こ
れ
に
応
え
、

子
ど
も
が
安
心
で
き
る
生
活
環
境
を
守
る
。

・
保
護
者
は
、
家
庭
に
お
い
て
安
心
し
て
子
育
て
を
し
、
子
ど
も

の
権
利
を
保
障
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
市
民
は
、
地
域
に
お
い
て
子
ど
も
の

権
利
を
保
障
し
て
い
く
た
め
必
要
な

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
内
容
が
記

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
事
に
よ
っ
て
、
田
中
市
長
が
命

を
懸
け
て
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い

く
。
貧
困
世
帯
や
生
活
困
窮
者
を
守

る
。
そ
れ
を
地
域
住
民
や
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
、
そ
ん
な
姿
が
見

え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
世
界
の
子
ど
も
た
ち
と

比
べ
る
と
自
国
を
誇
り
自
国
の
将
来
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
、
低
い
と
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
、
考

え
よ
う
と
す
る
困
難
を
突
破
で
き
る
よ
う
大
人
た

ち
の
責
任
に
お
い
て
土
台
を
作
っ
て
い
こ
う
で
は

富
山
県
議
会
議
員

ご
　
挨
　
拶

「
子
ど
も
の
権
利
を
考
え
る
」

　聴覚障がい者支援等に係る障がい者福祉政策を質す。
　手話通訳士にも参画いただき議場傍聴者やテレビ・ネット視聴者に
対しても分かりやすい環境づくりに配慮をさせていただきました。

　聴覚障がい者支援等に係る障がい者福祉政策を質す。
　手話通訳士にも参画いただき議場傍聴者やテレビ・ネット視聴者に
対しても分かりやすい環境づくりに配慮をさせていただきました。

令和4年６月13日  ２年ぶりに本会議一般質問に登壇令和4年６月13日  ２年ぶりに本会議一般質問に登壇

当時の木内部長当時の木内部長

Q 障害者アクセシビリティ・コミュニケ
ーション施策推進法により手話・点字
など意思疎通手段確保に万全を期す必
要があると思うが。

A
記者会見同時手話通訳、県ウェブサイ
トでの文字サイズ、色使いへの配慮や
読み上げソフト対応、本庁舎での専任
手話通訳者の配置を行っている。

木内厚生部長

Q 県内の難聴児は73名だが新生児聴覚
スクリーニング検査費用等について検
査費用の助成の取組みを促進すべきと
考えるが、、、市町村の負担を減らすこ
とはできないか

A
県内新生児聴覚検査の受診率は平成
28年度以降99％以上となっている。
現在12市町村で公費負担が行われて
おり、今後も国の地方財政措置を見据
え支援に取組んでいく。

木内厚生部長

今
後
の
課
題
は

・
子
ど
も
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
制
度
の
確
立

・
プ
レ
イ
パ
ー
ク
や
不
登
校
児
童
生
徒
の

　
居
場
所
の
整
備

・
学
校
で
の
権
利
条
約
（
条
例
）
の
啓
発

子
ど
も
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
制
度

プ
レ
イ
パ
ー
ク 

子
ど
も
達
の
遊
び
場

　子どもコミッショナーとは、子どもの側に立って、子
どもの権利や最善の利益が守られているかどうかを
監視し、子どもの代弁者として活動する人を言います。
子どもオンプズマンとか、子どもオンブズパーソンと言
われることもあります。
　大人に比べて、子どもは行政や学校、施設に意見を
伝えたり、改善を求めたりすることが難しく、結果とし
て被害を受けても十分子どもの思いが汲み取られな
いまま、放置されたり、不適切な対応をされたりするこ
とがあります。そこで子どもコミッショナーは、子どもの
思いに寄り添い、子どもの代弁者として、独立した立場
で、調査を行ったり関係者に聞き取りをしたりして、実
態を把握し、必要に応じて行政や学校、施設に勧告や
意見表明を行う役割を担います。1981年にノル
ウェーで制度化され、欧州ではすでに47カ国中、34
カ国で導入されており、アジアでも、インドネシアや
フィリピンには設置されています。しかし日本ではまだ
導入されておらず、2019年には国連から、早急に日本
も導入するように勧告を受けています。子どもコミッ
ショナーの設置は、子どもの権利を保障する上で大き
な力になり得ますし、すでに世界の潮流になりつつあ
ります。

あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
た
め
に
も
「
富
山
県
は
南

砺
市
が
や
る
事
で
し
ょ
」
で
は
な
く
、
考
え
や
予

算
面
で
も
協
働
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
武
田

慎
一
も
県
議
会
議
員
と
し
て
命
の
限
り
頑
張
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　

南砺市こどもの
　 えがおクリニック
南砺市こどもの
　 えがおクリニック

　開院から14か月、延べ800人以上の
診察をしていただきました。砺波市等
の方から南砺市はいいね！羨ましいと
まで言われております。とかく、県内
には児童精神科医が少なく子どもの発
達障害や不登校、うつなどの悩みを正
しく診察・診断いただけないのが現状
でした。最近ではニーズも多く、富山
赤十字病院、射水市民病院に児童精神
科等が設置され、とても良いことだと
思います。

気兼ねすることなく、
　　自信をもって居られるように。

　不登校の子どもたちの居場所が
少ない（自宅と学校の中間点）ので、
できれば利用料が無料もしくは少額
の居場所を作っていただきたい。

先生方の悩み

児童精神科医
高木英昌先生
児童精神科医
高木英昌先生

公認心理師
山下委希子先生と
公認心理師
山下委希子先生と

https://playearthpark.goldw
in.co.jp/

8/6　じょうはな座にて　明橋大二先生のシンポジウム8/6　じょうはな座にて　明橋大二先生のシンポジウム
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平
成
20
年
の
南
砺
市
豪
雨
災
害
の
記
憶
が
蘇
り
ま
し
た
。

石
川
県
能
美
市
へ

富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
中
井
将
司
会
長
）

南
砺
市
商
工
会
青
年
部　
　
　
（
久
恵
健
治
部
長
）

（
公
社
）と
な
み
青
年
会
議
所　
（
杉
木
裕
矢
理
事
長)

他
富
山
県
内
青
年
団
体
の
皆
さ
ん
と
共
に

能
美
市
へ
豪
雨
災
害
視
察
と

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

実を言うと日本ではおやつ
ヨーロッパでは高級スイーツ
国内の農産品輸出額は
１兆円→１兆２千億円までに！！
それを５年かけて10兆円にする計画です
なので、高く売れるものをより多く売る事になる

そこで課題が
●担い手　●飼料　●肥料　●燃料の高騰

富
山
ブ
ラ
ン
ド
特
集

富
山
ブ
ラ
ン
ド
特
集

〜
富
山
干
柿
と
あ
ん
ぽ
柿
の
輸
出
状
況
と

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
〜

〜
富
山
干
柿
と
あ
ん
ぽ
柿
の
輸
出
状
況
と

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
〜

種有り種有り

宮内庁へ献上品
としてお届け
しました。

宮内庁へ献上品
としてお届け
しました。

富山ブランド富山干柿
年間出荷額6億円
輸出額（主にアジア）５千万円
この輸出額を１億円まで押し上げるのが
目標です。

富山ブランド富山干柿
年間出荷額6億円
輸出額（主にアジア）５千万円
この輸出額を１億円まで押し上げるのが
目標です。

7/6　東太美地区にて　柿の木剪定講習　7/6　東太美地区にて　柿の木剪定講習　

柿の木剪定講習です。
東太美地区・大鋸屋地区です。
着果率が高く摘果が慌ただしく
なりそうです。

柿の木剪定講習です。
東太美地区・大鋸屋地区です。
着果率が高く摘果が慌ただしく
なりそうです。

種なし（製品にはならない）種なし（製品にはならない）

令和４年6月定例会での主な質問（一般質問）令和４年6月定例会での主な質問（一般質問）令和４年6月定例会での主な質問（一般質問）令和４年6月定例会での主な質問（一般質問）
　
台
湾
か
ら
明
弘
貿
易
有
限
会
社　
　
　
社　
長　
翁　
婉
甄
さ
ん

　
大
果
大
阪
青
果
株
式
会
社　
果
実
部　
課　
長　
嶽
下
佑
人
さ
ん

　
株
式
会
社
山
田
商
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
智
恵
さ
ん

　
富
山
干
柿
出
荷
組
合
連
合
会　
　
　
　
会　
長　
藤
井
敏
一
さ
ん

　
富
山
干
柿
出
荷
組
合
連
合
会　
　
　
　
生
産
者　
高
橋
喜
良
さ
ん

に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
両
副
知
事
や
農
林
水
産
部
長
等
に
ご
挨
拶
、

懇
談
会
、
そ
し
て
輸
出
に
対
す
る
課
題
等
に
つ
い
て
要
望
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
台
湾
で
は
、
も
の
す
ご
い
人
気
で
し
て
、
担
い
手
が
確
保
で
き
れ

ば
、
さ
ら
に
収
穫
で
き
る
と
の
事
で
し
た
。
来
年
も
、
と
て
も
期
待

が
で
き
、
ネ
ッ
ト
販
売
や
輸
出
が
エ
ー
ス
級
と
な
り
ま
す
。
な
か
な

か
日
本
人
の
口
に
は
入
ら
な
い
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
も
、
困
っ
た
悩
み
で
す
。

台湾パイナップルを前に…
5/24　富山干柿・あんぽ柿のさらなる輸出促進に向けて
　　　　蔵堀副知事や農林水産部へ要望活動

石川県との連携について、防災や医療、文化
や県際道路等連携して、出来ることがたくさ

んあるのではないか。また、両県を跨ぐランド
マーク的なプロジェクトや特別会計を創設して
はどうか。

Q

（新田知事）
「北陸は一つ」の認識である。首都圏

のそれぞれのアンテナショップを相互に活
用する。原子力防災に、ともに取組む。北
陸3県にてデスティネーション誘致が決
定した。令和５年度末の北陸新幹線の敦
賀開業を見据え広域観光、県際道路の整
備を馳知事と十分協議し加速させる。

A

佐渡島のユネスコ世界遺産登録を見
据え富山伏木港より定期航路実現や

本県観光産業の波及効果について長期的
に取り組む必要があると思うが。

Q

（南里地方創生局長）
まずは、佐渡を含めた新潟県と

の相互誘客を進め、地域全体の広域
誘客につなげ、中長期的な視野で、関
係事業者や市町村等と連携し、地域
の魅力発信につなげていきたい。

A

砺波地区の県立高校に土木科・林産科
の新設が必要と考えるが。

Q

（新田知事）
今後の学科の在り方を協議して

いるところであり、地域や産業界の
ニーズ、中学生の進路希望の状況を
基本とし、時代の変化に対応した人
材育成の観点を踏まえ、丁寧に検討
を進める。

A

県立南砺福光高校の跡地利用につい
て、昨年12月まで、サウンディング調

査をされたが、その具体内容と活用方針及
びスケジュールはどうか。

Q

（荻布教育長）
サウンディング調査では８社か

ら活用案が出された。内容としては、
教育・人材育成施設、宿泊施設、住
宅、スポーツ施設の提案があった。年
内をめどに公募型プロポーザル開始
に向けて検討準備を進める。

A

成長戦力の中味として少子化対
策・子育て支援策の具体内容が
明確ではないが。

Q

（三牧知事政策局長）
総合計画と成長戦略の取組みに

よる子育て環境の整備をはじめとし
た少子化対策をしっかりと進める。
子育て世代にとどまらず、多くの県
民のウエルビーイングの向上を実現
する。

A

本県の生活保護世帯の高校生の大学
進学率が全国最下位であるが大学進学
に係る支援状況はどうか。

Q

（蔵堀副知事）
経済的支援を必要とする世帯

の負担軽減を図っていることは当
然で、制度の周知をしっかりとやっ
ていく。

A

8/11　当日は富山県からは総勢43名の災害ボランティアメンバーが能美市に駆け付けました。
大変ありがとうございました。感謝しております。

人家土砂排出

用水路壊滅

農道橋崩落

あんぽ柿
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